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忍
頂
寺
文
庫
@
小
野
文
庫
の
研
究

年

自反

J弘、

眉

羊、
h
J
S

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
共
詞
研
究
(
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
連
携
事
一
芸
「
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
」
ニ

O

一0
年
度
の

研
究
成
果
報
告
書
を
刊
行
す
る
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
杢
事
業
は
、
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
の
科
長
裁
量
経
費
(
本
年
度
は
囲
O
万
円
)
か
ら
拠
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
本
研
究
連
携
は
今

年
度
限
り
で
終
了
す
る
。

本
年
度
の
研
究
目
的
に
は
次
の
8
項
目
を
掲
げ
た
。

-
忍
頭
寺
文
庫
全
点
の
書
誌
調
査
の
チ
ェ
ッ
ク
、
入
力
、
版
下
作
成
、
刊
行
。

2

小
野
文
庫
所
蔵
忍
頂
寺
務
宛
書
簡
の
調
査
(
継
続
)
。

3

忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
所
蔵
全
点
の
整
官
印
諦
査
(
継
続
)

0

4

忍
頭
寺
文
庫
所
蔵
の
酒
落
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡
大
0

5
忍
頂
寺
文
庫
所
蔵
の
善
本
稀
書
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
。

6

「
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
」
研
究
会
の
開
催
。

7
『
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
5
』
(
本
報
告
書
)
の
刊
行
。

8

「
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
」
公
式
ホ
l
ム。へ

i
ジ
の
運
賞

ー
は
、
本
共
同
研
究
最
大
の
目
標
で
あ
っ
た
。
種
々
の
事
情
で
完
成
が
遅
延
し
て
い
た
が
、
共
同
研
究
最
終
年
度
と
な
る
本
主
に
、
大
阪
大
学
附
属
圏
書
館
研

5 



究
開
発
室
事
業
と
し
て
、
忍
頂
寺
文
醸
自
録
作
成
の
予
算
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
遂
に
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
。
大
学
院
生
が
採
取
し
た
デ
i
タ
に
基
づ
い
て
版
下

を
作
成
し
、
そ
れ
を
飯
倉
が
全
点
(
一
九
九
O
点
)
原
本
と
照
合
チ
ェ
ッ
ク
の
上
、
再
入
力
し
た
。
そ
れ
を
さ
ら
に
本
共
同
研
究
員
お
よ
び
後
述
す
る
公
募
研
究
メ

ン
バ
ー
と
大
学
院
生
(
入
力
補
助
)
あ
わ
せ
て
一

一
名
が
二
日
間
に
わ
た
り
、
全
点
原
本
照
合
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
入
朱
・
入
力
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
大
学
院
生
に

版
下
の
整
備
を
依
頼
し
、
校
正
を
経
て
、
索
引
を
作
成
し
た
。
結
果
、
カ
ラ
l
口
絵
(
酉
貰
)
、
附
属
関
書
館
長
序
文
、
凡
例
、
本
文
・
索
引
・
後
記
を
あ
わ
せ
て
、

B
5
判
二
一
一
六
頁
の
『
大
抜
大
学
関
属
国
童
謡
一
所
蔵
忍
頂
寺
文
庫
医
録
』
が
完
成
し
た
。
こ
の
報
告
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は
校
正
中
で
あ
る
が
、
三
月
中
に
は

刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

2
に
つ
い
て
は
内
閣
宗
一
氏
が
、

3
に
つ
い
て
は
青
田
寿
美
氏
が
、
継
続
し
て
調
査
に
あ
た
り
、
完
了
し
た
。
本
共
同
研
究
は
、
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研

究
資
料
館
公
募
研
究
「
近
世
風
俗
文
化
学
の
形
成
|
忍
頂
寺
務
草
稿
お
よ
び
思
壁
一
同
と
そ
の
周
辺
|
」
(
代
表
者
飯
倉
洋
一
)
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
つ
つ
進
め
て

い
る
が
、

2
・
3
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
公
募
研
究
の
報
告
書
に
掲
撃
。
れ
る
予
定
で
あ
る
。

4
に
つ
い
て
は
、
依
田
霊
六
氏
を
中
心
に
年
末
が
進
め
ら
れ
た
。
本
年
度
は
八
作
品
の
翻
宇
デ
i
夕
、
解
釈
デ
l
タ
の
作
成
と
ホ

i
ム
ベ

i
ジ
上
で
の
公
開
が
、

三
月
中
に
は
行
わ
れ
る
。
二

O
O八
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
通
算
二
五
作
品
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

5
に
つ
い
て
は
、
川
端
咲
子
・
正
木
ゆ
み
両
氏
に
よ
る
商
帳
お
ど
け
仮
手
本
忠
臣
蔵
』
の
研
究
の
櫨
縮
、
が
本
報
告
書
に
掲
撃
c
れ
て
い
る
。
ま
た
、
合
山
林

太
郎
氏
が
鷲
原
知
良
氏
の
協
力
を
得
て
、
忍
頂
寺
文
庫
所
蔵
の
漢
詩
文
関
係
の
調
査
を
行
い
、
本
報
告
書
に
連
名
で
解
題
を
執
筆
し
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た

本
は
、
来
年
度
春
の
い
ち
ょ
う
祭
展
示
会
(
大
阪
大
学
総
合
図
書
館
に
お
い
て
開
催
)
で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
前
年
度
は
、
浜
田
泰
彦
氏
に
よ
る
一
荷

堂
半
水
の
唄
本
の
解
題
を
掲
載
し
た
が
、
こ
れ
ら
も
本
年
度
の
い
ち
ょ

vAm展
示
会
で
、
展
示
さ
れ
た
。

6
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
報
告
書
に
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
二

O
O九
年
度
事
業
で
あ
る
ニ
O
一
O
年
三
月
の
研
究
会
と
、
本
年
度
事
業
で
あ
る
二

O

月
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。
い
ず
れ
も
公
募
研
究
と
の
合
同
開
催
で
あ
る
。

6 

O
年一

O

一O
一
O
年
三
月

一
一
臼
(
土
)
の
研
究
会
は
、

一
三
時
三
O
分
よ
り
大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
文
法
経
講
義
棟
文
四
講
義
室
・
で
行
わ
れ
、
参
加
者
二

O
名

で
あ
っ
た
。
次
の
ニ
本
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

1 

浜
田
泰
彦

西
鶴
輪
講
に
お
け
る
忍
頂
点
サ
務
i
内
懐
硯
』
輪
講
を
中
心
に
i



江
戸
風
待
文
化
学
忍
頂
寺
型
形
成
過
程
モ
デ
ル
の
提
唱
i
務
と
江
戸
文
学
輪
講
i

浜
田
氏
の
発
表
内
容
は
本
報
告
書
に
掲
撃
cれ
て
い
る
。
福
田
氏
の
発
表
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報
告
へ
と
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。

2 

植
田
安
典

二
O
一
O
年一

O
月
三

O
日
(
土
)
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
「
近
世
風
俗
文
化
学
の
形
成
|
忍
頂
寺
務
と
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
|
」
と
題
し
て
、

四
時

よ
り
大
阪
大
山
〔
主
入
学
院
文
学
研
究
科
本
館
2
階
大
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
問
時
に
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
資
料
展
示
を
行
っ
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
忍

頂
寺
務
の
実
孫
で
あ
ら
れ
る
忍
漬
寺
晃
嗣
ご
夫
妻
を
初
め
と
し
て
、
忍
頂
寺
家
ゆ
か
り
の
方
々
(
八
名
)
が
聴
講
に
来
ら
れ
た
。
ま
た
二

O
O九
年
三
月
六
日
の
研

究
会
で
、
「
忍
頂
寺
務
の
著
作
を
集
め
る
」
と
い
う
ご
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
肥
田
措
三
先
生
も
参
加
さ
れ
た
。

内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

基
調
報
告

武
井
協
一

忍
頂
寺
文
障
の
芸
能
資
料
i

『
女
童
全
伺
噺
』
を
中
心
に
i

個
別
報
告

内
田
宗
一

書
簡
資
料
か
ら
見
る
忍
頂
寺
務

植
田
安
典

近
世
風
俗
文
化
尚
子
ム
忍
頂
寺
務
型
モ
デ
ル
の
提
唱
|

7 

ニ
氏
の
報
告
の
あ
と
、
飯
倉
の
一
司
会
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
忍
頂
寺
晃
鋼
氏
の
ご
発
言
や
、
肥
田
先
生
の
貴
重
な
ご
教
示
な
ど
も
あ
っ
て
、

非
常
に
有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

ま
た
本
年
度
は
目
録
作
成
の
た
め
、
一
一

O

忍
頂
寺
文
庫
の
全
て
の
資
料
を
再
認
識
す
る
こ
と
で
、
本
共
同
研
究
の
締
め
く
く
り
と
す
る
意
味
も
あ
っ
た
。

7
は
本
報
告
書
、

8
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

(
Z
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と
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H
i
g
o
¥
吉
倉
凶
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Y
S
H
)
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

月
九
日
・
一

O
Eの
連
休
に
も
研
究
会
を
開
催
し
た
。
目
録
本
文
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
の
が
自
的
で
あ
る
が
、

本
報
告
書
お
よ
び
『
忍
頂
寺
文
庫
目
録
』
の
刊
行
を
も
っ
て
、
準
備
期
間
を
含
め
る
と
六
年
間
の
共
同
研
究
を
終
え
る
。
共
同
研
究
員
の
メ
ン
バ
ー
お
よ
び
、
協

力
を
精
し
ま
れ
な
か
っ
た
本
学
の
日
本
文
学
・
国
語
学
の
院
生
諸
氏
、
と
り
わ
け
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
翠
営
と
目
録
作
成
に
献
身
的
に
尽
力
し
て
く
れ
た
山
本
悠
子
氏

に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

O 

年
三
月
一
日
記
)




